


ご入学
おめでとうございます

ピカピカの新一年生ピカピカの新一年生

令和6年度は町内6小学校で66名の子どもたちが新一年生になりました。
お友達をたくさん作り、学校生活を楽しんでください！

今年度、円小学校は入学生がいませんでした。

掲載写真は各学校からご提供いただきました。

氏名は五十音順に表記しています。 写真の位置とは一致していません。

秋名秋名
小学校小学校

赤徳赤徳
小学校小学校あいこう ろく いけだ えいと かつ しゅんま ぐいっとまん ろい

さわ ひなこ たかはし こむぎ たけやま けい にしより ゆうせい

まき えいた もりやま くらのすけ やました あやか

ありま はる いぢち ゆい いわさき ゆいか おおしげ しずく くめ ゆいか

さきた なみ たけだ いっさ とくなが みはね なるみ　しゅり ほかぞの あいな

まき さくらこ ますみつ いっせい まるやま こうめ

かない はな かわしま でん

なかむら こうた ひご きおな

ふくはら あかり まつもと あやと

くすもと かえ しろく ゆず

たつみや なみ むらさき つばさ

いけやま すずな

 あせち めい あたり たくる いいだ さゆり いでさこ ゆい

 おかやま わこ きくち めい くぼ せな くぼ ひな

 くぼ ひまわり さかえ せな さと かなた しげのぶ まつり

たいら いよ たばた はると とうだ たいせい どうぞの ゆきなが とみた すず

なかやま こうせい ながた はな なんり まさき はまさき はる ひらた しょうや

まえだ あいのすけ ますだ こてつ まつおか けんた まつおか ひなみ むらた しゅんすけ 

もりやま あずさ やまだ こたろう やまだ ゆり わだ かすみ

龍郷龍郷
小学校小学校

大勝大勝
小学校小学校

戸口戸口
小学校小学校

龍瀬龍瀬
小学校小学校
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龍郷町青少年ミュージカル
「KIKUJIRO」開催

3月

16-17日

TaTsugo Town Topics 

龍郷町は、 西郷隆盛の龍郷での２番目の

生活の拠点の地に 「西郷小浜公園」 を整

備しました。 公園には、東屋のほか、西郷

隆盛、 愛加那、 菊次郎、 菊草の一家４人

の銅像も設置されています。 イベントなど

団体利用の際は申請が必要です。 （役場

企画観光課　☎0997－６９－４５１２）

龍郷町では、 町民の健康づくりに関する

施策として 「第2次 健康たつごう21 （龍 

郷町健康増進計画）」 が策定されました。

健康で長生きできることや、 地域で行う

健康づくりの推進を全体目標に、子どもか 

らご高齢の方まで各ライフステージに応

じた健康づくり施策を推進し、 「健やかで

いきいきと暮らせる龍郷町」をめざします。

龍郷町では、3年を期間とした 「龍郷町高

齢者保健福祉計画 ・ 第9期介護保険事業

計画」 を策定しました。 策定委員会の長

谷場委員長より、 基本理念 「みんなで支

え合い健やかで自分らしい暮らしを選択

できるまちづくり」に沿った施策の推進を

図るよう竹田町長へ答申を行いました。

龍郷町名誉町民、 西郷菊次郎の半生を描

いた龍郷町青少年ミュージカル 「KIKU 

JIRO」 がりゅうゆう館文化ホールで開催

されました。 3期目となった今年は、 児

童・生徒34人が参加。 薩摩藩圧政下での

愛加那と西郷隆盛の出会いや菊次郎の成

長、 宜蘭庁長時代の西郷菊次郎の活躍を

迫真の演技で披露し、 観衆に大きな感動

を届けました。

龍郷町では、 障がい者施策に関する新た

な計画として、 「第4次龍郷町障害者計

画」、 「龍郷町第7期障害福祉計画・第3期

子ども療育計画」を策定しました。 引き続

き本計画に沿って、 障がいのある方も住

み慣れた地域で安心して生活し、 地域社

会に参加できる街づくりを推進します。

令和5年度生涯学習講座の合同閉講式が、

龍郷町生涯学習センターりゅうがく館に

て行われました。 来場者には茶道教室か

らお茶が振舞われ、 和やかな雰囲気の中

お茶を楽しむ姿が見られました。 受講生

代表あいさつでは、 「奄美のものづくり講

座」を受講した平瀬　理恵さんが講師への

感謝と、 講座を通した出会いや経験を語

りました。式後には講座による舞台発表が

行われ、 合唱や手話、 演奏や舞踊など一

年間の活動の成果が披露されました。 最

後は六調太鼓 ・ 三味線教室による六調で

締められ、 多くの笑顔が見られました。

話題の龍郷町

龍郷町の定住支援員として、 円集落在住の

谷　亜矢子さんが着任しました。 企画観光課

に所属し、 自身の移住経験をもとに、 役場

やたつごう移住ガイドセンター住もうディで

の移住相談対応、 移住定住施策の企画立案、

情報発信等、 移住定住施策の促進を図って

いきます。

自動車税の納付は

5 月 31日
までに！

龍郷町高齢者保健福祉計画・
第9期介護保険事業計画を策定

2月

28日

「西郷小浜公園」オープン
3月

24日

「第2次  健康たつごう21」を
策定

3月

29日

令和5年度 生涯学習講座
合同閉講式

3月

24日

龍郷町定住支援員に
谷 亜矢子さんが着任

4月

1 日

障害者計画・障害福祉計画・
子ども療育計画を策定

3月

25日

秋名郵便局にて 「セパレート型キオスク端

末」の運用開始セレモニーが行われました。

この端末では、 マイナンバーカード （暗証

番号数字4桁）を使って住民票の写しなど

の証明書を取得することができます。 龍

郷町民であればどなたでも利用可能です。

秋名郵便局で
「セパレート型キオスク端末」の

運用開始！

3月

26日

自動車税種別割は、毎年４月１日時点で自動車 （軽自動車は除

く） を所有している方に納めていただく税金 （県税） です。 今

年は4月26日に納税通知書が発送されます。 納付期限は５月

31日ですので、納め忘れがないようにしましょう！ご不明な点

は、 鹿児島地域振興局自動車税課 （☎099-261-5611） 又

は、 大島支庁県税課 （☎0997-57-7225） まで。
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労
働
力
不
足
は
今
後
の
大
き
な

問
題
に
な
る
と
思
う
が
ど
の
様
な
就
業

対
策
を
講
じ
て
行
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

人
口
減
少
に
よ
る
労
働

力
不
足
は
、
全
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
今
後
は
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
職
場
環
境
、
労

働
条
件
の
改
善
や
人
材
育
成
、
高
齢
者
、

外
国
人
の
採
用
な
ど
、
国
や
県
の
支
援

も
活
用
し
な
が
ら
雇
用
対
策
を
講
じ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
対
策
・
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
定
住
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

今
後
、
重
要
な
移
住
定

住
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
者

が
安
心
し
て
働
け
る
雇
用
の
場
を
創
出

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
雇
用
対
策
と
併

せ
て
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
事
例
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

過
疎
化
や
高
齢
化
等
で
、
地
域

を
支
え
る
人
材
が
不
足
し
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
中
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
ど
の

様
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
内
各
集
落
に
お
い
て
、

人
口
減
少
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
り

従
来
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
低

下
し
、
維
持
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
が
拡
大
し
て
お
り
雇
用
対
策
、
定
住

対
策
を
含
め
た
一
対
的
な
人
口
減
少
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
来
年
度
策
定
予
定
の

第
３
期
龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
、

人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
経
済
の
振
興

に
特
化
し
た
町
の
将
来
像
を
お
示
し
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

総
合
運
動
公
園
整
備
に
向
け
た

現
状
は
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
場
内
の
若
手
職

員
７
名
と
教
育
委
員
会
事
務
局
３
名
の

10
名
に
て
「
運
動
公
園
整
備
構
想
ワ
ー

キ
ン
グ
」
を
組
織
し
、
協
議
を
行
っ
て

お
り
、整
備
に
向
け
た
現
状
と
し
て
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
優
先
と
の

意
見
が
出
て
お
り
、
そ
の
た
め
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
を
注
視
し
な

が
ら
、
現
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
で
の

整
備
が
良
い
の
か
、
他
の
場
所
で
の
整

備
が
良
い
の
か
等
、
議
論
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
　
　

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
の
施
設
整
備
は
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

整
備
す
べ
き
場
所
、
規

模
等
を
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
具

体
的
な
整
備
計
画
を
行
う
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
く
が
、
既

存
の
社
会
体
育
施
設
の
改
修
も
必
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
整
備
の
優
先
順
位

も
考
慮
し
な
が
ら
様
々
な
調
査
・
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平岡 馨 議員

人
口
減
少
に
伴
う
就
業
対
策

及
び
定
住
対
策
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

問

問

問

問

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約
し、龍郷町議会広報委員会が編集したものです。

発行 /龍郷町議会
編集 /議会だより編集委員会
〒894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ0997-62-3111（内線 2272）
ＦＡＸ0997-62-2535

龍郷町

議会だより第202号

P15~ 議決結果

令和６年 第 1 回 定例会

一般質問

・人口減少に伴う就業対策及び定住対策
について

・地域コミュニティの活性化について
・社会体育施設の整備について

平岡 馨  議員P7
・農業振興について
・林業振興について
・水産業振興について
・観光振興について
・カイガラムシ対策について

・循環型社会創りと脱炭素へ向けた地産
エネルギーへの可能性について

・農業振興と水産業振興について
・福祉行政について
・鳥獣被害について

・福祉行政について
・教育行政について
・教育民泊事業について
・保育事業について

伊集院 巖  議員P8

德永 義郎  議員P9 久保 誠  議員P10

髙橋 研太郎  議員P11 長谷場 洋一郎  議員P12
・町内への移住者受け入れ体制について
・町 内 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 と 住 宅 リ

フォームについて
・防災・避難所について

隈元 已子  議員P13
・嘉渡集落の道路舗装について
・秋名厳島神社の裏山の対応について
・食育について
・花いっぱい運動の推進について

・生活環境課が管理する施設について
・大美川の改修工事について
・砂防ダムと治山工事について

圓山 和昭  議員P14
・町長の政治姿勢について
・子育て支援・児童福祉について
・移住定住施策について
・環境対策、ごみ処理の充実について
・第1期龍郷町地域福祉計画について

 各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、

事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、町当局の

考え方や疑問点をただすことです。単に疑問を解消し、

事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直

しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。本町

議会の質問時間は、１人 60 分以内となっています。

一 般 質 問 と は …

令和6年 第1回定例会

答（
町
長
）

答（
町
長
）

問答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

地域コミュニティ

移住者交流イベント

一般質問は
「エフエムたつごう」で

お聴きいただけます。

これまで一般質問の内容

を、 防災行政無線個別受

信機にて放送しておりまし

たが、 現在はエフエムたつ

ごう （78.9MHz） にてラ

イブ放送しています。
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年
度
に
堆
肥
生
産
施
設
を
完
成
さ
せ
る
予

定
で
、
本
格
稼
働
時
期
は
令
和
８
年
度
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
活
用

状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
秋
幾
、
嘉
渡
、
瀬
留

の
３
地
区
で
年
間
１
３
０
万
円
の
交
付
金

を
活
用
し
、
合
計
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

内
農
道
敷
の
伐
採
や
水
路
の
泥
上
げ
、
遊

休
農
地
の
解
消
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　

地
場
農
産
物
を
活
用
し
た

学
校
給
食
献
立
の
発
案
及
び
親
子
や
学
校

関
係
者
を
対
象
と
し
た
食
育
授
業
の
開
催
、

小
中
学
生
向

け
農
業
体
験

を
実
施
し
、
食

育
・
地
産
地
消

の
推
進
に
つ

い
て
普
及
啓

発
を
図
っ
て

い
る
。

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

単
年
度
の
譲
与
額
が
少
額

で
あ
る
た
め
、
基
金
積
み
立
て
を
行
っ
て

　
　
　

農
地
利
用
の
姿
を
明
文
化
す
る

「
地
域
計
画
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　

地
域
計
画
と
は
、
地
域
で

の
話
し
合
い
に
よ
り
目
指
す
べ
き
将
来
の

農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
農
地
の
受
け
手
の
確
保
や
農
地
バ

ン
ク
の
活
用
に
よ
る
農
地
の
集
約
化
を
進

め
る
も
の
。

　
　
　

新
た
に
立
ち
上
げ
る
就
農
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
用
形
態
は
。

　
　
　
　
　
　

将
来
本
町
の
中
核
的
農
家

と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
人
材
の
確
保
・

育
成
を
目
的
に
、
令
和
６
年
度
に
就
農
支

援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
考
え
て
お
り
、

事
務
局
を
農
林
水
産
課
内
に
置
く
。

　
　
　

堆
肥
生
産
施
設
事
業
の
進
捗
状
況

と
稼
働
時
期
は
。

　
　
　
　
　
　

本
年
度
は
施
設
用
地
の
盛

土
造
成
を
行
っ
て
お
り
、
進
捗
状
況
は
２

月
末
現
在
50
％
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７

農
業
振
興
に
つ
い
て

伊集院 巖 議員

い
る
。
今
後
の
活
用
は
、
木
材
利
用
の
促

進
を
図
る
費
用
に
充
当
予
定
で
、
畜
産
の

敷
料
生
産
に
用
い
る
伐
採
木
の
運
搬
費
用

な
ど
に
活
用
し
た
い
。

　
　
　

漁
業
者
担
い
手
育
成
の
具
体
策
は
。

　
　
　
　
　
　

漁
業
者
担
い
手
支
援
事
業

補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
い
、
独
立
型
は

65
歳
以
下
の
１
年
以
上
漁
業
活
動
に
従
事

し
た
新
規
漁
業
就
業
者
へ
１
人
20
万
円
、

60
歳
以
下
の
常
時
従
業
員
を
雇
用
し
継
続

し
て
漁
業
活
動
を
行
う
経
営
者
に
対
し
て

１
人
20
万
円
を
支
給
す
る
。

　
　
　

漁
業
者
が
よ
り
活
躍
で
き
る
事
業

と
は
。

　
　
　
　
　
　

龍
郷
町
水
産
振
興
計
画
を

令
和
元
年
度
に
策
定
し
、
そ
の
基
本
的
な

方
針
に
沿
っ
て
水
産
振
興
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
産
振
興
策

の
柱
で
あ
る
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金

事
業
の
漁
業
集
落
活
動
が
休
止
し
、
水
産

振
興
計
画
に
よ
る
水
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

の
実
現
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

「
２
つ
の
海
が
見
え
る
丘
」加
世
間

峠
の
整
備
時
期
は
。

　
　
　
　
　
　

具
体
的
な
整
備
時
期
に
つ

い
て
は
、
財
源
確
保
や
他
の
事
業
と
の
調

整
か
ら
、
明
言
は
で
き
な
い
が
、
最
短
で

令
和
８
年
度
に
工
事
着
工
で
き
る
よ
う
作

業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

西
郷
小
浜
公
園
の
活
用
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
場
と

し
て
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
等
に
も
活
用
し
、
奄
美
ら
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
感
じ
る
空
間
と
し
て
、
町

内
外
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
被
害
状
況
と
今

後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

被
害
状
況
は
、
具
体
的
な

数
値
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
の

対
策
と
し
て
、
個
人
が
所
有
す
る
ソ
テ
ツ

の
被
害
樹
の
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
、
引

き
続
き
薬
剤
助
成
を
行
い
、
町
民
へ
の
チ

ラ
シ
等
の
啓
発
活
動
に
よ
る
防
除
や
被
害

樹
の
葉
の
切
除
及
び
撤
去
の
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。

林
業
振
興
に
つ
い
て

水
産
業
振
興
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

問

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て

問

問

問問

問問

編
成
は
。

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は

(
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
)
こ
の
２
つ
の
機

能
を
合
わ
せ
持
つ
、
母
子
保
健
と
児
童
福

祉
の
両
機
能
が
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行

う
機
関
で
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
予

算
編
成
は
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育

料
の
更
な
る
軽
減
４
６
５
万
円
、
３
歳
児

以
上
の
副
食
費
及
び
主
食
費
の
無
償
化

７
６
７
万
円
、
公
立
保
育
所
の
保
護
者
会

費
無
償
化
63
万
円
、
増
額
さ
れ
た
出
産
祝

い
金
５
５
０
万
円
、
銀
の
さ
じ
プ
レ
ゼ
ン

ト
事
業
と
し
て
50
万
円
計
上
。

　
　
　

新
規
事
業
の
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
・

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
・
親
子
関
係
形
成

支
援
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
と

は
、
産
後
１
年
未
満
の
母
子
を
対
象
に
受

入
施
設
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
産
後
の
体
調

管
理
や
授
乳
、
沐
浴
な
ど
育
児
に
つ
い
て

相
談
出
来
る
事
業
、
子
育
て
世
帯
訪
問
支

援
事
業
は
、
子
育
て
等
に
不
安
や
負
担
を

抱
え
る
家
庭
に
、
支
援
員
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
―
等
)
が
訪
問
し
、
家
事
や
子
育
て
支

援
を
実
施
す
る
事
業
、
親
子
関
係
形
成
支

援
事
業
は
、
児
童
と
の
関
わ
り
方
や
子
育

　
　
　

地
域
資
源
に
よ
る
水
力
発
電
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
本
町
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
、
及
び

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
並
び
に
将
来
推
計

を
踏
ま
え
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
等
の
調
査
・
分
析
を
行

い
、
本
町
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
脱
炭
素
へ

の
取
り
組
み
や
地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
可

能
性
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　

焼
酎
か
す
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
可
能
性
は
。

　
　
　
　
　
　

現
在
計
画
の
焼
酎
粕
単
独
、

年
間
２
、
０
０
０
ト
ン
の
処
理
量
で
は
、
ガ

ス
発
生
量
や
売
電
収
入
が
小
さ
く
、
年
間

の
収
支
を
黒
字
化
す
る
の
は
難
し
い
と
推

定
さ
れ
る
。

　
　
　

新
規
就
農
者
の
確
保
や
育
成
の
た

め
、
新
た
に
設
置
す
る
就
農
セ
ン
タ
ー
及

び
研
修
制
度
の
内
容
と
、
漁
業
者
の
担
い

手
育
成
や
漁
業
所
得
向
上
へ
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　
　
　
　

農
業
振
興
の
資
金
面
の
支

援
と
し
て
、
研
修
２
年
間
は
国
の
就
農
準

備
金
、
就
農
開
始
か
ら
３
年
間
は
経
営
開

始
資
金
を
充
て
、
経
営
安
定
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
漁
業
所
得

向
上
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
在
、
計

画
の
中
心
と
な
る
「
漁
業
集
落
」
が
休
止

し
て
い
る
が
、
水
産
振
興
に
は
、
離
島
漁

業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
の
復
活
を
念
頭

に
、
漁
業
者
、
漁
協
と
連
携
し
、
漁
業
所
得

向
上
に
向
け
て
、
漁
業
集
落
の
自
主
的
活

動
を
基
本
に
事
業
調
整
及
び
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　

子
育
て
・
児
童
福
祉
支
援
で
令
和

６
年
４
月
よ
り
設
置
さ
れ
る
「
龍
郷
町
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
内
容
と
龍
郷
町

子
ど
も
子
育
て
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
予
算

て
に
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
保
護
者
が
、

児
童
の
発
達
な
ど
に
応
じ
た
関
わ
り
を
身

に
着
け
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
内
容
と
し
た
、
ペ
ア
レ

ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
事
業
で
す
。
少
子
化
対
策
と
し
て
、
若

い
世
代
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
の
「
龍

郷
町
結
婚
活
動
支
援
事
業
・
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
子
育
て

世
代
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
出
産
祝
い

金
の
増
額
、
保
育
料
な
ど
の
更
な
る
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

現
在
ま
で
町
が
把
握
し
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
状
況
や
今
後
の
対
策
と
、

鳥
類
(
カ
ラ
ス
等
)
の
被
害
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

金
網
防
護
柵
の
購
入
助
成

に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
を
「
寄
せ
付
け
な
い
」
、

駆
除
に
よ
る
買
い
上
げ
を
行
い
「
個
体
を

減
ら
す
」
取
り
組
み
、
畑
の
見
回
り
や
周

辺
の
草
刈
り
、
残
さ
の
撤
去
な
ど
イ
ノ
シ

シ
を
「
寄
せ
付
け
な
い
」
啓
蒙
活
動
も
推

進
し
て
い
く
。
鳥
類
(
カ
ラ
ス
等
)
の
被

害
状
況
は
、
特
に
な
い
。

循
環
型
社
会
創
り
と
脱
炭
素
へ

向
け
た
地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

可
能
性
に
つ
い
て

德永 義郎 議員

農
業
振
興
と

水
産
業
振
興
に
つ
い
て

福
祉
行
政
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

問問

問

令和6年 第1回定例会
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町
長
）

答（
町
長
）

問答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

問答（
町
長
）

問答（
町
長
）

問答（
町
長
）

問答（
町
長
）

問答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

問答（
町
長
）

答（
町
長
）

町内の子どもたちと農業体験
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保
育
事
業
(
待
機
児
童
の
現
状
)

は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
以
降
、
待
機

児
童
は
い
ま
せ
ん
。

備
を
進
め
て
き
た
。
現
在
、受
入
希
望
家
庭

は
25
世
帯
で
当
初
想
定
し
て
い
た
30
世
帯

に
は
届
い
て
い
な
い
が
、
今
年
６
月
に
大

阪
府
立
島
本
高
校
の
修
学
旅
行
生
、
約
50

名
を
１
泊
２
日
で
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
３

件
の
団
体
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
。
引
き
続
き
受
入
家
庭
を
募
り
、２

年
後
に
受
入
本
格
化
に
向
け
て
、
営
業
活

動
に
注
力
し
、
持
続
可
能
な
教
育
民
泊
事

業
と
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。　

和
５
年
度
末
ま
で
の
奨
学
資
金
貸
付
実

績
と
し
て
、
貸
付
者
数
46
名
、
貸
付
額

３
千
９
万
９
千
１
百
円
、
令
和
６
年
度
の

新
規
貸
付
者
予
定
数
は
12
名
、
貸
付
額

８
百
28
万
円
で
す
。

　
　
　

償
還
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　

46
名
中
22
名
が
償
還
を
開

始
し
て
い
る
。

　
　
　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
授

業
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動

は
、
児
童
生
徒
同
士
で
自
主
学
習
を
進
め

て
い
る
が
、
受
験
対
策
と
し
て
週
１
回
理

科
・
数
学
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学

習
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
調
理
実

習
や
七
夕
の
飾
り
付
け
、
映
画
鑑
賞
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
お
互
い
の
交
流
や
、

保
護
者
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
の
親
の

会
の
活
動
も
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

教
育
民
泊
事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

教
育
民
泊
は
、
令
和
４
年

７
月
に「
龍
郷
町
教
育
民
泊
実
行
委
員
会
」

を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
に
セ
ミ
ナ
ー
や
２

度
の
先
進
地
視
察
を
実
施
す
る
な
ど
、
令

和
６
年
度
か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
た
準

者
無
料
バ
ス
助
成
事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
無
料
バ
ス
の
申
請

者
は
、
４
１
７
名
、
令
和
５
年
１
月
の
利

用
者
は
、
49
名
。
ま
た
、
65
歳
か
ら
70
歳

の
方
で
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
申
請
し

て
い
る
方
は
、
令
和
３
年
度
、
４
年
度
と

も
に
各
１
名
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
路
線

が
な
い
集
落
、
家
か
ら
バ
ス
停
が
遠
く
利

用
し
づ
ら
い
点
な
ど
課
題
が
あ
る
。

　
　
　

社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ
く
り
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
70
歳
以
上
へ
の
助

成
は
。

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
助
成

事
業
は
、
令
和
６
年
３
月
15
日
現
在
、
申

請
者
数
84
人
で
実
人
数
が
50
人
、
実
績
額

が
28
万
８
千
６
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

趣
味
を
生
か
し
た
集
ま
り
の
場

(
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
等
)
は
。

　
　
　
　
　
　

趣
味
を
生
か
し
た
集
ま
り

の
場
は
、
令
和
４
年
９
月
議
会
で
も
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
検
討
中
で
あ

り
、
趣
味
を
生
か
し
た
集
ま
り
の
場
の
提

供
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

奨
学
資
金
の
借
入
れ
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

借
入
れ
の
現
状
は
、
令

　
　
　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進
、

地
域
サ
ロ
ン
教
室
、
Ｏ
Ｂ
教
室
の
現
状
と

課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

地
域
サ
ロ
ン
や
体
操
教
室

は
、
令
和
６
年
３
月
現
在
、
ど
ぅ
く
さ
会
が

15
ヶ
所
、
楽
ら
く
体
操
教
室
が
14
ヶ
所
に

て
実
施
さ
れ
、　

地
域
の
公
民
館
に
お
い

て
、
各
集
落
の
世
話
焼
き
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
住
民
主
体
で
活
動
し
て
い
る
。
Ｏ

Ｂ
教
室
(
短
期
集
中
教
室
後
の
フ
ォ
ロ
ー

教
室
)
は
、
週
１
回
り
ゅ
う
が
く
館
に
て

「
で
ぃ
で
ぃ
ク
ラ
ブ
」
を
実
施
し
、
筋
力
低

下
・
運
動
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方
へ
の

各
種
体
操
に
取
組
ん
で
い
る
。
課
題
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
活
動
が
低
下
し
た

地
域
、
地
域
サ
ロ
ン
へ
の
移
行
が
困
難
な

方
も
み
ら
れ
る
が
、
予
防
へ
の
効
果
や
活

動
内
容
の
充
実
な
ど
活
性
化
に
努
め
て
い

く
。

　
　
　

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢

教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
民
泊
事
業
に
つ
い
て

保
育
事
業
に
つ
い
て

福
祉
行
政
に
つ
い
て

久保 誠 議員

問

問

問

問

問

問

問

問問

　
　
　

県
外
・
町
外
か
ら
の
移
住
希
望

者
が
抱
え
る
課
題
を
把
握
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
に
「
移
住

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
住
も
う
デ
ィ
」
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、

家
探
し
・
仕
事
・
人
間
関
係
な
ど
で
、
昨

年
、
実
施
し
た
移
住
者
懇
談
会
の
中
で

も
、
移
住
す
る
前
の
課
題
と
し
て
、
同

様
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
今
後
も

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
な
い
移
住
に
向
け
て
、
き
め

細
か
な
相
談
対
応
に
心
が
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

移
住
者
へ
の
住
宅
提
供
実
績
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
の
移
住
実

績
と
し
て
、
34
世
帯
、
47
名
が
本
町
に

移
住
し
、
こ
の
う
ち
「
住
も
う
デ
ィ
」

を
介
し
て
、
住
居
を
決
定
し
た
世
帯
は

６
世
帯
し
か
な
く
、
相
談
を
受
け
て
も

案
内
す
る
住
居
が
な
い
と
い
っ
た
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
率
を
把
握

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

建
築
物
は
、
耐
震
改
修

促
進
法
(
平
成
７
年
)
の
改
正
に
基
づ

き
、
町
と
し
て
も
平
成
26
年
度
に
耐
震

改
修
促
進
計
画
の
策
定
を
行
い
、
今
年

度
改
め
て
そ
の
見
直
し
の
策
定
を
行
っ

た
。
木
造
住
宅
の
耐
震
化
率
は
、
木
造

民
間
住
宅
２
、
９
５
８
戸
の
う
ち
新
耐

震
基
準
(
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
)

を
満
た
し
て
い
る
耐
震
性
あ
り
と
な
っ

て
い
る
住
宅
は
１
、６
８
９
戸
、耐
震
化

率
は
57
・
１
％
で
す
。

　
　
　

木
造
家
屋
の
耐
震
診
断
補
助
金

及
び
耐
震
改
修
補
助
金
の
交
付
実
績
は
。

　
　
　
　
　
　

耐
震
改
修
促
進
計
画
策

定
に
基
づ
き
、
木
造
住
宅
の
地
震
に
対

す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
方
に
対
し
、
補
助
金
の
交
付

要
領
を
定
め
て
い
る
。
費
用
は
、
耐
震

診
断
で
は
、
診
断
費
用
の
上
限
６
万
円
、

改
修
工
事
で
は
、
上
限
30
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
交
付
実
績
が
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
　
　

龍
郷
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
経

済
対
策
事
業
補
助
金
の
交
付
実
績
は
。

　
　
　
　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等

経
済
対
策
事
業
補
助
金
は
、
居
住
環

境
の
向
上
と
住
宅
投
資
の
波
及
効
果

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
平
成
27
年
度
の
単
年
度
の

み
の
事
業
で
、19
名
の
方
に
対
し
、10
万

円
を
上
限
と
し
て
、
総
額
１
７
５
万

８
千
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
　
　

防
災
無
線
の
切
り
替
え
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度
か
ら
、
龍

郷
町
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
と
し
て

整
備
を
進
め
、
本
年
度
は
、
荒
波
地
区

の
秋
名
か
ら
久
場
集
落
の
整
備
を
実
施

中
。
６
年
度
は
、
瀬
留
・
玉
里
・
浦
・

大
勝
・
川
内
・
屋
入
、
７
年
度
は
、
中

勝
・
戸
口
・
赤
尾
木
・
手
広
・
芦
徳
集

落
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

防
災
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
龍
郷
集
落
、

３
年
度
赤
尾
木
地
区
、
４
年
度
荒
場
地

区
、
５
年
度
戸
口
地
区
で
自
衛
隊
・
警

察
・
消
防
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

訓
練
を
行
い
、
６
年
度
は
、
大
勝
・
中

勝
地
区
、
７
年
度
は
、
浦
・
瀬
留
地
区

を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
大
地
震

に
よ
る
津
波
を
想
定
し
た
避
難
・
救
助

訓
練
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
る
。

　
　
　

各
避
難
所
で
の
浴
室
設
置
計
画

は
。

　
　
　
　
　
　

避
難
所
の
浴
室
設
置
は
、

現
在
シ
ャ
ワ
ー
室
を
完
備
し
て
い
る
の

は
、
秋
名
集
会
場
・
浦
生
活
館
・
赤
尾

木
公
民
館
・
り
ゅ
う
ゆ
う
館
・
龍
南
中

学
校
体
育
館
、
建
設
中
の
安
木
屋
場
公

民
館
で
す
。
計
画
と
し
て
は
、
施
設
の

建
て
替
え
や
新
築
、
改
修
の
際
に
シ
ャ

ワ
ー
室
を
設
置
し
た
い
。

町
内
へ
の
移
住
者

受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

町
内
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

防
災
・
避
難
所
に
つ
い
て

髙橋 研太郎 議員

問

問

問

問

問

問

問

問

令和6年 第1回定例会

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
教
育
長
）

答（
教
育
長
）

答（
教
育
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

町内の子どもたちが教育民泊を体験

戸口地区での

避難訓練の様子
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管
理
す
る
施
設
は
ど
う
い
う
も
の

が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

水
道
施
設
と
し
て
、
秋
名
、

円
、
龍
郷
、
龍
南
、
大
勝
、
中
勝
、
浦
、
赤

尾
木
、
芦
徳
の
計
９
つ
の
浄
水
施
設
、
及

び
そ
れ
ぞ
れ
の
配
水
池
、
ポ
ン
プ
場
を
管

理
し
て
い
る
。

　
　
　

直
近
の
町
内
で
の
水
道
使
用
量
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
平
均
２
千

３
百
リ
ッ
ト
ル
、
年
間
約
84
万
リ
ッ
ト
ル

使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

配
管
設
備
の
耐
震
基
準
は
ク
リ
ア

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
幹
水
道
の
耐

震
割
合
は
、
国
で
41
・
２
％
だ
が
本
町
は

１
０
０
％
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　
　
　

浄
水
場
設
備
管
理
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
道
担
当
者
１

名
と
委
託
業
者
２
名
で
各
施
設
の
点
検
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
タ
ン
ク
洗
浄
は
年
１

回
、
機
械
類
の
点
検
は
毎
日
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

薬
品
と
鍵
の
保
管
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凝
集
剤
等
の
薬

品
は
赤
尾
木
地
区
の
浄
水
場
で
保
管
し
て

お
り
、
鍵
は
担
当
職
員
と
業
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
保
管
し
て
い
る
。

　
　
　

停
電
時
の
発
電
機
は
完
備
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
勝
、
浦
、
瀬

留
、
龍
郷
の
浄
水
場
は
、大
雨
時
に
は
リ
ー

ス
で
対
応
し
、
そ
れ
以
外
の
浄
水
場
は
完

備
し
て
い
る
。

　
　
　

社
会
科
実
習
で
町
内
の
浄
水
場
見

学
は
考
え
て
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
学
校
で
計
画
、

実
施
し
て
い
る
の
で
、
学
校
の
方
へ
提
案

し
て
検
討
し
て
も
ら
う
。

　
　
　

災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保
は
。

　
　
　
　
　
　

給
水
タ
ン
ク
を
１
、０
０
０

リ
ッ
ト
ル
が
２
個
、
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
が

１
個
、
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
タ
ン
ク

を
３
個
確
保
し
て
い
る
が
、
今
後
、
ケ
ー

タ
イ
型
給
水
タ
ン
ク
を
１
０
０
個
購
入
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

飲
料
水
確
保
の
た
め
自
衛
隊
と
の

訓
練
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
各
位
と
飲
料
水

確
保
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
た

い
。

　
　
　

大
美
川
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度
工
事
で
、
国

道
58
号
よ
り
上
流
側
、
約
５
０
０
メ
ー
ト

ル
地
点
ま
で
の
河
道
拡
幅
等
を
終
え
た
。

柳
田
橋
に
つ
い
て
は
、
下
部
工
の
工
事
は

終
了
し
、
来
年
度
に
上
部
工
が
完
了
す
る

予
定
。

　
　
　

大
勝
橋
上
流
の
護
岸
工
事
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

護
岸
工
事
を
新
規
に

計
画
し
て
お
り
、
住
民
が
懸
念
し
て
い
る

堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
設
計
で
、井
堰(

い
せ

き)

も
撤
去
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
　

岡
一
族
墓
地
ま
で
の
河
道
拡
幅
工

事
を
県
に
要
望
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

県
が
測
量
設
計
実
施

中
で
、
岡
一
族
墓
地
の
情
報
を
県
へ
提
供
し
、

管
理
道
路
と
し
て
の
要
望
が
で
き
な
い

か
検
討
す
る
。

　
　
　

川
内
下
山
田
地
区
砂
防
ダ
ム
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
か
ら
工
事
着

工
し
て
お
り
、
現
在
、
本
堤(

ほ
ん
て
い)

堰
堤(

え
ん
て
い)

工
事
を
実
施
中
で
、
今

後
の
予
定
と
し
て
、副
提
堰
堤(

ふ
く
て
い

え
ん
て
い)

、取
付
け
水
路
工
事
等
を
計
画

し
て
い
る
。

　
　
　

川
内
下
山
田
地
区
治
山
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

工
事
の
進
捗
率
は
２
月
末

現
在
27
・
３
％
で
、
令
和
６
年
７
月
の
完

成
を
見
込
ん
で
い
る
。

生
活
環
境
課
が
管
理
す
る

施
設
に
つ
い
て

大
美
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

砂
防
ダ
ム
と

治
山
工
事
に
つ
い
て

長谷場 洋一郎 議員

問

問問問

問問問問

問 問

問

問

　
　
　

嘉
渡
２
号
線
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　

生
活
館
前
か
ら
「
龍
郷

町
大
島
紬
織
工
養
成
所
」
ま
で
の
約

２
８
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、
排
水
施

設
も
な
く
、
路
面
が
悪
い
と
い
う
こ
と

で
、
集
落
よ
り
整
備
要
望
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
後
、
令
和
８
年
度
よ
り
起
債

を
活
用
し
た
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

以
前
質
問
し
た
際
に
は
、
早
急

な
対
策
を
と
る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

砂
防
事
業
の
導
入
が
可

能
か
大
島
支
庁
建
設
課
と
協
議
を
続
け

な
が
ら
、
林
務
水
産
課
に
よ
る
治
山
事

業
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。
治
山
事

業
を
導
入
す
る
際
に
は
、
一
部
保
安
林

指
定
や
、
施
工
す
る
場
合
は
地
権
者
全

員
の
同
意
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
各
事
業
に
お
い
て
事
業
実

施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

約
７
２
０
人
分
の
給
食
を
提
供
し
て
お

り
、
食
材
の
量
の
確
保
が
最
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
食
材
も
当
日
納
品
、
当
日

処
理
が
基
本
で
あ
り
、
品
質
や
大
き
さ

も
重
要
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
提
供
は
、
生
産
量
や
規
格
な
ど

安
定
し
た
給
食
提
供
を
行
う
た
め
に
必

要
な
食
材
の
量
の
確
保
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。

　
　
　

有
機
野
菜
の
栽
培
普
及
と
活
用

は
。

　
　
　
　
　
　

有
機
農
産
物
の
定
義
は
、

原
則
農
薬
不
使
用
、
か
つ
禁
止
さ
れ
て

い
る
化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
で
栽
培

さ
れ
た
こ
と
を
農
林
水
産
大
臣
か
ら
認

可
を
受
け
た
登
録
認
定
機
関
が
認
め
た

農
産
物
と
な
っ
て
お
り
、「
有
機
野
菜
」、

「
有
機
農
産
物
」
と
表
示
す
る
に
は
「
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
」
を
取
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
町
で
は
、
適
正
な
肥
培

管
理
や
農
薬
使
用
を
基
本
と
す
る
慣
行

栽
培
に
よ
る
農
業
経
営
が
主
流
と
な
っ

て
お
り
、
県
が
推
奨
し
て
い
る
生
産
工

程
管
理
「
Ｋ
‐
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
の
認
証
取
得

を
目
指
し
、
安
心
安
全
な
農
林
水
産
物

の
生
産
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
提
供
は
。

　
　
　
　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

嘉
渡
集
落
の

道
路
舗
装
に
つ
い
て

秋
名
厳
島
神
社
の

裏
山
の
対
応
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

隈元 已子 議員

　
　
　

給
食
献
立
に
ど
の
よ
う
な
地
場

産
を
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

給
食
献
立
で
の
地
場
産

活
用
に
つ
い
て
は
、
町
内
産
の
も
の
と

し
て
、「
パ
パ
イ
ヤ
、
大
根
、
冬
瓜
、
マ

コ
モ
、
か
ぼ
ち
ゃ
」
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本
方
針
と

し
て
、
町
内
地
場
農
林
水
産
物
の
活
用

を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
で
き

る
限
り
地
場
産
食
材
を
活
用
し
た
給
食

提
供
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
、
観
光

客
も
増
え
て
き
て
い
る
中
、
本
町
の
Ｐ

Ｒ
も
含
め
、
公
共
施
設
等
で
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
は
展
開
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
島
育
ち
産
業
館

や
り
ゅ
う
が
く
館
な
ど
、
一
部
の
施
設

で
は
花
壇
の
手
入
れ
作
業
を
行
っ
て
い

る
状
況
。
今
後
は
、
そ
の
ほ
か
の
公
共

施
設
で
も
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
で

き
な
い
か
、
施
設
管
理
の
担
当
課
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

推
進
に
つ
い
て

問

問

問

問問

令和6年 第1回定例会

問答（
町
長
）

答（
生
活
環
境
課
長
）

答（
生
活
環
境
課
長
）

答（
生
活
環
境
課
長
）

答（
生
活
環
境
課
長
）

答（
生
活
環
境
課
長
）

答（
教
育
委
員
会
局
長
）

問答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
総
務
課
長
）

答（
町
長
）

答（
建
設
課
長
）

答（
町
長
）

答（
建
設
課
長
）

問答（
教
育
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
教
育
長
）

中勝浄水場厳島神社と裏山

嘉渡２号線

改修中の大美川
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討
し
て
い
く
。

　
　
　

昨
年
度
策
定
し
た
第
１
期
龍
郷

町
地
域
福
祉
計
画
内
に
あ
る
再
犯
防
止

推
進
計
画
の
策
定
意
義
は
。

　
　
　
　
　
　

市
町
村
が
再
犯
防
止
計

画
を
策
定
す
る
の
は
努
力
事
項
と
な
っ

て
い
る
が
、
地
域
社
会
で
生
活
す
る
対

象
者
等
に
対
す
る
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、

市
町
村
の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
３
月
に
「
第
１

期
龍
郷
町
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
内
に
策
定
を
し
た
。

　
　
　

本
町
の
再
犯
防
止
へ
の
取
組
み

状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

鹿
児
島

保
護
観
察
所
、
北
大
島

保
護
区
保
護
司
会
龍

郷
支
部
の
活
動
支
援

を
行
っ
て
い
き
な
が

ら
、
対
象
者
に
対
し
て

支
援
が
必
要
な
場
合

は
計
画
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
く
。

　
　
　

新
年
度
及
び
町
制
施
行
50
周
年
に

向
け
た
意
気
込
み
は
。

　
　
　
　
　
　

町
民
の
皆
様
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
各
種
事
業
へ
展
開
を
行

い
「
住
ん
で
み
た
い
」
「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

令
和
７
年
２
月
16
日
に
記
念
事
業
を
実
施

す
る
計
画
で
あ
り
、
全
課
長
に
よ
る
検
討

会
を
数
回
開
催
し
た
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
い
て
は
、
町
制
施
行
50
周
年
の
冠
を

掲
げ
、
町
民
や
郷
友
会
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
機
運
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
「
昇
り
龍
」
の
如
く
、
本
町
が
飛

躍
す
る
年
と
な
る
よ
う
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
機
能
に
よ

第
１
期
龍
郷
町

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

問問

る
「
移
住
定
住
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等

補
助
金
」
に
活
用
す
る
予
定
。
制
度
拡

充
に
よ
り
今
後
は
更
に
同
補
助
金
の
予

算
枠
を
増
や
し
、
移
住
及
び
定
住
促
進

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
住
居
の
確
保
を

図
り
、
併
せ
て
地
域
課
題
で
あ
る
空
き

家
対
策
・
空
き
家
流
通
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

ご
み
の
分
別
徹
底
と
減
量
化
及

び
資
源
化
を
推
進
し
て
い
く
具
体
的
施

策
の
内
容
と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

古
紙
、
段
ボ
ー
ル
等
の

個
人
に
よ
る
焼
却
処
分
を
防
ぐ
こ
と
に

よ
り
、
脱
炭
素
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を

図
っ
て
い
く
。
ゴ
ミ
の
分
別
と
減
量
化

に
つ
い
て
は
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

家
庭
ご
み
分
別
の
手
引
や
広
報
等
を
通

し
て
周
知
徹
底
し
、
資
源
化
に
つ
い
て

は
４※

Ｒ
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

昨
今
、家
庭
か
ら
出
る
資
源
ご
み

の
量
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ご
み
を
減

ら
す
努
力
と
共
に
資
源
ご
み
の
回
収
を

月
１
回
か
ら
複
数
回
に
増
や
し
て
環
境

対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
向
き
に
検

る
一
体
的
支
援
の
具
体
的
施
策
の
内
容

は
。

　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら
配
置
さ
れ
る

統
括
支
援
員
が
合
同
ケ
ー
ス
会
議
を
開

催
し
、
関
係
職
員
全
員
で
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
母
子

保
健
機
能
・
児
童
福
祉
機
能
と
し
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

　
　
　

政
策
立
案
過
程
に
お
け
る
保
護

者
や
関
係
機
関
へ
の
基
礎
調
査
の
意
義

と
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
計
画

の
在
り
方
と
は
。

　
　
　
　
　
　

町
民
が
真
に
必
要
と
す

る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
し
っ
か

り
と
し
た
基
礎
調
査
を
行
い
、
課
題
の

抽
出
や
必
要
量
の
見
込
み
、
前
期
計
画

の
評
価
と
検
証
、
既
存
資
料
の
分
析
を

し
っ
か
り
と
行
い
策
定
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

新
た
な
奄
振
法
の
も
と
、
移
住

促
進
に
つ
い
て
の
具
体
的
施
策
の
内
容

と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

空
き
家
の
改
修
に
よ
る

移
住
促
進
住
宅
の
整
備
等
を
支
援
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
本
町
が
実
施
し
て
い

環
境
対
策
、

ご
み
処
理
の
充
実
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問 問

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

圓山 和昭 議員

問問

子
育
て
支
援
・
児
童
福
祉

に
つ
い
て

問経済建設常任委員会
政務調査報告

（ 3 月定例会報告抜粋）

【日程】令和６年２月６日～２月９日　
【調査場所】埼玉県ふじみ野市・三芳町環境センター・埼玉県さいたま市桜環境センター
【両施設の特徴】
・DOB方式（公共が資金調達し、公共が所有権を有したまま、施設の設計・建設・維持管理及び
 運営等を民間事業者に包括的に委託する方式）で運営。

・小学生等を対象に環境授業を取り入れて資源の大切さを学ぶ場。
・熱エネルギーを利用した施設の電気料を無料での運営や、年間1億円ほどの売電ができている。
・熱エネルギーを活用して、子どもから高齢者までが楽しむ場や、年齢性別を問わず多くの人が
 利用できる空間を創造し、多世代かつ多目的の交流による地域への還元を行っている。

名瀬クリーンセンターの更新時期に当たり、 構成市町村

でもある本町も今後の更新施設の在り方を調査 ・ 研究

するため、 ふじみ野市・さいたま市にあるゴミ処理施設

での熱回収及び余熱利用とリサイクル施設を視察

今回の議員派遣による視察は、 名瀬ク

リーンセンターの更新時期を迎え、構成市

町村である本町も今後の更新施設への在

り方を調査研究する目的として、 両施設

を視察し、 環境保全対策、 ごみの適正処

理と施設の安全稼働、 環境型社会の構築

など、当委員会として勉強していく良い機

会となった。

　議案番号 議 案 の 件 名 議決結果

第1号
龍郷町手数料条例の一部を改正する条例
マイナンバー制度の活用により電子証明書提供用識別符号の発行に係る手数
料を徴収するための一部改正

原案可決 全会一致

第2号
令和5年度  龍郷町一般会計補正予算（第５号）
6,149万8千円補正増額し、総額71億 9,194万5千円としました。
新型コロナウイルス感染症対策・物価高騰対応重点支援交付金事業費など

原案可決 全会一致

第3号 令和5年度  龍郷町防災行政無線整備工事請負変更契約の締結
秋名から久場間の再送信局新設の見直しによる当初契約金額の変更減 原案可決 全会一致

第4号 令和5年度  海岸施設保全工事（玉里地区海岸）1 工区請負変更契約の締結
事業進捗を図るため、施工区間の延長 原案可決 全会一致

第5号 令和5年度  安木屋場公民館新築本体工事請負契約の締結
老朽化した安木屋場公民館の建替え 原案可決 全会一致

　議案番号 議 案 の 件 名 議決結果
同意1号 龍郷町教育委員会委員の任命　隈元 康子氏（再任） 原案可決 全会一致

第１回臨時会ではこんなことが決まりました

第2回 臨時会ではこんなことが決まりました

議 決 結 果

令和6年 第1回定例会

問答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
生
活
環
境
課
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

答（
町
長
）

※ Refuse（リフューズ）：不要なものは買わない、 Reduce（リデュース）：ごみの量を減らす・なるべく出さない、
 Reuse（リユース）：物を修理する、 Recycle （リサイクル）：資源として再利用する

あなたも議会を
傍聴して
みませんか？

6月次の
定例会は
を予定しています。
場所：龍郷町役場2F
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T a t s u g o T o w n I n f o r m a t i o n

　議案番号 議 案 の 件 名 議決結果

第６号

町長等の給与の特例に関する条例を廃止する条例
平成16年度から継続している、町長等（町長・副町長・教育長）の給与10％
減額を、近隣自治体の特別職の状況・一般職の給与の引き上げ状況等勘案し、
令和６年度からこの条例を廃止する。

原案可決 全会一致

第７号 龍郷町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
法の改正により、会計年度任用職員への勤勉手当を支給するための条例改正 原案可決 全会一致

第８号
龍郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例
法の改正により、基準の一部を条例改正する。

原案可決 全会一致

第９号
龍郷町ひとり親家庭医療費助成条例の一部を改正する条例
配偶者からの暴力の防止・被害者の保護等に関する法律の一部が改正された
ことに伴う条例改正

原案可決 全会一致

第10号 龍郷町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例
支給方式を、自動償還払い方式も可能になるなど、所要の規定を改正 原案可決 全会一致

第11号
龍郷町介護保険条例の一部を改正する条例
第９期介護保険事業計画に基づき、令和６年度から８年度までの介護保険料
を所得段階に応じた条例の一部改正

原案可決 全会一致

第12号 西郷小浜公園設置及び管理に関する条例の制定
完成した西郷小浜公園に関する条例の制定 原案可決 全会一致

第13号
龍郷町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定
町内の事務所・事業所・商工会の成長・持続的発展及び経済の活性化を図り、
町民の生活向上に寄与することを目的に条例の制定

原案可決 全会一致

第14号
龍郷町立荒波龍美館指定管理者の指定
一般社団法人イモーレ秋名との協定が、令和６年３月31日で期限を迎えるこ
とから引き続き令和９年３月31日まで指定管理者として指定する

原案可決 全会一致

第15号 龍郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例
水道法等による改正に伴い、これに準じて所要の一部改正 原案可決 全会一致

第16号 龍郷町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格
基準に関する条例の一部を改正する条例　同上 原案可決 全会一致

第17号

令和5年度龍郷町一般会計補正予算（第6号）
1,347万８千円補正増額し、総額72億542万３千円としました。自立支援医療
費・保育所等給付費・りゅうゆう館電気料負担金などを増額し、後期高齢者
医療保険基盤安定繰出金・地籍調査業務委託料の減額など

原案可決 全会一致

第18号
令和5年度龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
43万８千円減額し、１億745万３千円としました。後期高齢者医療保険料280
万２千円増額、保険基盤安定繰入金324万円減額

原案可決 全会一致

第19号 令和5年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
719万８千円増額し、８億517万８千円としました。介護・支援サービス費等増額 原案可決 全会一致

第20号
令和6年度龍郷町一般会計予算
対前年度比2.5％増の67億7,669万２千円としました。新規事業・継続事業を実施しな
がら、「住んでみたい」「住んで良かった」と実感できるまちづくりを進めていく。

原案可決 全会一致

第21号 令和6年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計予算
対前年度比2.7％減の８億215万９千円としました。 原案可決 全会一致

第22号 令和6年度龍郷町後期高齢者医療特別会計予算
対前年度比84.9％増の１億9,843万５千円としました。 原案可決 全会一致

第23号 令和6年度龍郷町介護保険事業特別会計予算
対前年度比6.1％増の８億674万７千円としました。 原案可決 全会一致

第24号

令和6年度龍郷町水道事業会計予算
1.収益的収入344,457千円（対前年度比 1,730千円増）2.収益的支出273,458千
円（対前年度比  6,166千円増）3.資本的収入  20,000千円（対前年度比  20,000
千円増）4. 資本的支出  185,872千円（対前年度比33,307千円増）

原案可決 全会一致

第25号

令和6年度龍郷町下水道事業会計予算
1.収益的収入158,120千円（対前年度比  10,109千円増）2.収益的支出152,829
千円（対前年度比  7,028千円増）3. 資本的収入  51,303千円（対前年度比  7,680
千円減）4. 資本的支出  81,595千円（対前年度比  2,032千円減）

原案可決 全会一致

3月定例会ではこんなことが決まりました龍 郷 町 か ら の お し ら せ龍 郷 町 か ら の お し ら せ

対象者 ：

これまでに肝炎ウイルス検査を受けたことのない方。

実施場所 ：

【名瀬保健所】 0997-52-5411（予約制）

※匿名で受けることができます。

【一部の医療機関】　

※実施医療機関等の詳細は， 県ホーム

ページを御確認ください。 （予約制）

鹿児島県　肝炎　無料検査

問  子ども子育て応援課
　☎ 0997-69-4555

問  県庁感染症対策課
　☎ 099-286-2724

問  全国パーキンソン病友の会
　amami.jdpa@gmail.com

各種予防接種について

「肝炎ウイルス無料検査」受けませんか？

全国パーキンソン病友の会　交流会開催

厚労省ホームページ
9価ヒトパピローマウイルス（HPV）
ワクチン（シルガード9）について

LINEアカウント

厚労省ホームページ
ヒトパピローマウイルス感染症
～子宮頸がん（子宮けいがん）と
HPVワクチン～

令和７年3月31日 （月） まで公費で接種することが

出来ます。 接種は3回で、 完了するまでに約6か月

間かかります。 接種される方は、 令和6年9月まで

に1回目接種をお願いします。

肝炎とは肝臓が炎症を起こし、 肝細胞が壊れ

て働きが悪くなる病気です。 肝炎ウイルスが

体内にいても症状がないことから、 多くの人

が感染していても気付きません。 感染に気付

かないまま放置すると、 知らない間に病気が

進展し、 肝硬変や肝がんなどに悪化する恐れ

があります。

これまで検査を受けていない方は、 保健所や

県と契約を結んだ医療機関において、 無料で

検査を実施しています。

講師として、株式会社和月の統括マネージャー

白浜幸高さんにご協力を頂き、 パーキンソン

病向けの 「自宅でできるリハビリ」 を交流会

で教えていただきます。 パーキンソン病・パー

キンソン症状の方、 ご家族や介護者の方、 情

報を共有し一緒に活動しましょう！鹿児島県

支部奄美地区を春から立ち上げ活動していき

ます！！ (代表 ： 榮　昌晃)

日　 時 ： 令和6年6月2日 （日）

 14：00 ～15：30

場　 所 ： アマホームPLAZA

 （奄美市市民交流センター）

 3階　中多目的室

 奄美市名瀬柳町2-1

 ☎ 0997-52-1816

参加費 ： 無料

令和6年4月から、 5種混合予防接種が開始にな

ります。 原則として、 4種混合ワクチン、 ヒブワク

チン接種を受けていないお子さんが対象になりま

す。 すでに接種を開始した場合は同じワクチンで

残りを接種します。 5種混合ワクチンでの予防接種

を希望される方は、 予診票の発行が必要ですので、

子ども子育て応援課までお問い合わせください。

※5種混合ワクチンとは
４種混合ワクチン（百日咳・破傷風・ジフテリア・ポ
リオ）にヒブワクチン（インフルエンザb菌）が加わっ
たワクチンになります。

子宮頸がん予防（HPV）ワクチン
キャッチアップ接種について

5種混合ワクチン※接種が
開始になります

定期接種対象者 ：

平成１９年４月２日～平成２４年４月１日生まれ

（小学校６年生から高校１年生相当の女子）

キャッチアップ対象者 ：

平成９年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

（積極的勧奨が控えられていた年代である、 高校２年

生相当年齢から２６歳の女性）

鹿児島県ホームページ
B型・C型肝炎

ウイルス無料検査を
受けましょう！
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T a t s u g o T o w n I n f o r m a t i o n

龍郷町からの おしらせ龍郷町からの おしらせ

ご冥福をお祈りいたします お誕生おめでとうございます

松 村  智 行 51 玉里

川 上  嘉 明 82 中戸口

重  輝 明 49 中勝

　  島  悠
ゆづき

月 靖明・奈月 大勝

屋 宮  郁
い と

紬 俊介・まりん 瀬留

3 月 届 出

：保護者

令和６年４月号７ページ「龍郷町老人クラブ連合会会員募集」 の記事中、 手広高齢者クラブにこにこ会の

会長名に誤りがありました。 正しくは 「牧智登美」 氏です。 お詫びして訂正いたします。  

●一般書● ●児童書●

・『子どもがつくれるプレゼント菓子』　柴田書店
・『オニガシマラソン』　トロル/教育画劇
・『ありえない』　内田　麟太郎/ハッピーオウル社
・『飛行機の学校』　今野　友和/ニュートンプレス
・『「ぼくら」シリーズ』　宗田　理/ポプラ社
・『だんだんできてくる　遊園地』　フレーベル館
・『楽しく学べる歴史図鑑』

山田　康弘/スタジオタッククリエイティブ
・『もやもやすっきり！10歳からのこころケア』

横山　恭子/くもん出版
・『とんとんももんちゃん』　とよた　かずひこ/童心社
・『はじめての子どもパン教室』

吉永　麻衣子/主婦の友社
・『早口ことばえほん』　おおたに　けんた/文嚮社
・『こっちをみてる。』　となり　そうしち/岩崎書店
・『つちたち』　ミロコマチコ/Gakken

他

・『おうちで「給食」ベストレシピ』      kids_cookinging/宝島社
・『はじめての盆栽づくり』　松井　孝/主婦の友社
・『サクサクと読み解く地域経済の勘どころ』 緒方　哲/鉱脈社
・『リカバリー・カバヒコ』　青山　美智子/光文社
・『ビブリア古書堂の事件手帖 4』　三上 延/KADOKAWA
・『現代民俗学入門』　島村　恭則/創元社
・『ぼくのママはプロサッカー選手』

岩清水　梓/小学館クリエイティブ
・『はじめての 新ＮＩＳＡ ＆ ｉＤｅＣｏ』

頼藤　太希/成美堂出版
・『株式会社の設立と運営が１冊でわかる本』

横須賀　輝尚/技術評論社
・『日本初の女性裁判所長　三淵嘉子』　平凡社
・『ＢＬＡＮＫ　ＰＡＧＥ』　内田　也哉子/文藝春秋
・『奄美の森・生き物図鑑』　山口　喜盛/南方新社
・『奄美でハブを４０年研究してきました。』　服部 正策/新潮社
・『奄美雑話 地理学の目で群島を見る』　須山　聡/海青社

他

令和6年5月号

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

ご来庁ご来庁
ありがとうありがとう

ございましたございました！！

日程表はこちら

JAL奄美営業所 ふるさとアンバサダー
前任 持木絹代さん（左）、新任 川澄紘子さん（右）

聖隷福祉事業団
一般社団法人ブレス浜松ご一行様

中 原  栄 志 郎 70 芦徳

德 永  重 信 84 芦徳

松 村  ハ ス ヱ 94 浦(愛寿園)

荒 田  義 雄 85 幾里

問  農林水産課
　☎ 0997-69-4524苗木助成について

タンカン、 スモモ、 津之輝、 マンゴー

の苗木助成を行います。

受付は農林水産課窓口にて、 令和6

年5月7日（火）～5月24日（金） まで。

購入可能な苗木の本数には限りがあ

りますので、 印鑑をご持参のうえお

早めに申込下さい。

農家区分 認定農家／果樹部会員

助成割合 2分の1

助成上限額 ５万円

購入本数
新植 タンカン ・ 津之輝25本～ ・ スモモ１５本～ ・ マンゴー６本～

改植 タンカン ・ スモモ ・ 津之輝１０本～ ・ マンゴー６本～

対象の障害者手帳 ：

● 身体障害者手帳

● 療育手帳

● 精神障害者保険福祉手帳

※申請にあたって必要な書類やご不明な点等は

　　軽自動車税係まで問合せ下さい。

問  町民税務課 軽自動車税係
　☎ 0997-69-4513軽自動車税の障害減免をされる方へ申請のお願い

軽自動車税の障害減免をされる方は令和６年５月

３０日 （木） までに町民税務課で申請をお願いし

ます。 以下の障害者手帳の交付を受けている方は、

障害の程度によって軽自動車税の減免がなされま

す。 詳しい障害の区分、 障害の程度は、 一緒にお

配りしている別紙をご覧ください。

注射料金＋注射済票交付手数料 ： ３，４００円(１頭あたり）

新規登録手数料 ： ３，０００円 （転入した際の変更届は無料）

※犬の転居 ・ 譲渡 ・ 死亡など登録事項に変更がある場合は、

   役場への届出が必要です。

問  生活環境課
☎ 0997-69-4525令和6年度 第1回犬の登録及び巡回狂犬病予防注射について

犬を飼ったら登録と狂犬病予防注射が必要です。 令和６年５月２５日 （土）、 ２６日 （日）

に各地区にて登録、予防接種を受け付けます。 時間、会場はQRコードからご覧ください。

わきゃシマの玉黄金

A p r i l
4

満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。満１歳になりました。
この子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町をこの子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　 すみは

川路 維葉ちゃん

  大勝 父  修平 母  未沙

　　　　　　　　 　　　と　 き

小久保 翔樹くん

  赤尾木 父  浩樹 母  虹歩

食
べ

る
の

だーいすき にいにだー
い

す
き

　　　　　　　　 も　 も

寳納　桃々ちゃん

  赤尾木 父  久　 母  知里

我
が

家
の

ア
イ

ド

ル★
笑顔が可愛いもも

ち
ゃ

ん
で

す
！

　　　　　    　 り　 ず な

前田 莉珠愛ちゃん

屋入 父  誠　母  瑞穂よく食
べ

よ
く

笑
う

毎
日

HA
PP

Y♡娘
オヤジの雷は効

き
ま

せ
～

ん
！

笑

ねぇねとまんまだいすき
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2 0 2 4 年 5 月 龍 郷 町 行 事 予 定

いりこの
佃煮
食べるいりこ

けずり節 
塩こんぶ
桜えび
白ごま

①塩こんぶは水で洗い、絞る。(塩抜きする)
②桜えびはフライパンで乾煎りする。
③調味料を沸騰させ、

その中にいりこを入れ数分煮詰める。
④火を止めの残りの材料を入れ、混ぜる。
・いりこと桜えびはカルシウムが豊富です。
　噛み応えのある食材ですので、よく噛むことにも繋がります。
・いりこの佃煮をごはんに混ぜておにぎりにしても美味しいです。

作り方

砂糖 
濃い口しょうゆ
みりん
酢

 75ｇ
40㎖
40㎖
40㎖

100ｇ

50ｇ
50ｇ
12ｇ

大さじ２

………………
…

……………
…………………

……

…………
…………

……………
……… 　 

8

22

15

29

9

23

4

18

11

25

6

20

13

27

3

17

10

24

5

19

12

26

7

21

14

28

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

2

1
■ どぅくさ会（14:00）中勝
■ どぅくさ会（14:00）赤尾木
■ 楽らく体操（14:00）秋名・幾里

■ 楽らく体操（9:30）龍郷
■ 楽らく体操（14:00）大勝
■ でぃでぃクラブ（13:30）りゅうがく館

■ こどもまんなか児童福祉週間（5/5-5/12）
■ どぅくさ会（14:00）手広

■ どぅくさ会（14:00）赤尾木

水
■ 1歳児4歳児母子歯科相談日（12:30）

■ でぃでぃクラブ（13:30）りゅうがく館

■ どぅくさ会（20:00）芦徳

■ どぅくさ会（20:00）芦徳

■ どぅくさ会（14:00）嘉渡

■ 女性がん検診（りゅうがく館）
■ どぅくさ会（14:00）嘉渡

■ どぅくさ会（14:00）円
■ どぅくさ会（14:00）瀬留

火
■ どぅくさ会（14:00）玉里
■ どぅくさ会（14:00）上戸口

■ どぅくさ会（14:00）安木屋場

■ どぅくさ会（14:00）玉里
■ どぅくさ会（14:00）上戸口

■ どぅくさ会（14:00）安木屋場

金
■ 子育てサロン（10:30~12:00）保健センター
■ 楽らく体操（19:30）川内
■ 男性料理教室（10:00）りゅうがく館

■ でぃでぃクラブ（13:30）りゅうがく館
■ どぅくさ会（14:00）屋入

■ 子育てサロン（10:30~12:00）保健センター
■ 楽らく体操（19:30）川内 

■ どぅくさ会（14:00）浦
■ どぅくさ会（14:00）芦徳
■ 楽らく体操（14:00）中勝

■ 女性がん検診（午前：あきなコミュニティー/午後：りゅうがく館）
■ 楽らく体操（14:00）中勝
■ 楽らく体操（14:00）芦徳

金

木

水

■ 楽らく体操（19:30）川内

■ 保健センター開放日（10:30～16:00）
■ 保健センター相談日（10:30～12:00）
■ どぅくさ会（14:00）川内

■ 楽らく体操（19:30）川内 
■ でぃでぃクラブ（13:30）りゅうがく館

月
■ 楽らく体操（14:00）中勝
■ 楽らく体操（14:00）芦徳

■ どぅくさ会（14:00）手広
■ 楽らく体操（14:00）中勝
■ 楽らく体操（14:00）芦徳

木

水

火

月

木

■ どぅくさ会（14:00）中戸口 ■ 楽らく体操（14:00）大勝
■ 楽らく体操（14:00）秋名・幾里
■ 楽らく体操（9:30）龍郷

■ 楽らく体操（14:00）秋名・幾里
■ 楽らく体操（9:30）龍郷
■ 楽らく体操（14:00）大勝

■ どぅくさ会（14:00）芦徳

■ どぅくさ会（14:00）円 ■ どぅくさ会（14:00）大勝
■ どぅくさ会（14:00）瀬留
■ 龍郷在宅家族の会（14:30）

■ 女性がん検診（りゅうがく館）

■ 1歳6か月児健診（12:30～）
■ どぅくさ会（12:00）中勝
■ どぅくさ会（14:00）中戸口

■ 楽らく体操（14:00）秋名・幾里
■ 楽らく体操（9:30）龍郷
■ 楽らく体操（14:00）大勝

■ 楽らく体操（14:00）秋名・幾里
■ 楽らく体操（9:30）龍郷
■ 楽らく体操（14:00）大勝

16

30
■  楽らく体操（19:30）川内
■ でぃでぃクラブ（13:30）りゅうがく館31

日

土

日

土

金

金

水

火

月

木

日

土

金

水

火

月

木

日

土

旧 暦
4月15日

旧 暦
4月1日

(小さいサイズのいりこ)

調味料材　料

レシピ提供者：龍郷町食生活改善推進員

奄美法律
相談センター

令和６年５月相談日のお知らせ（派遣相談）

5/9（木）

佐用理紗 弁護士
（午後1時～午後4時30分）

無料法律相談のご案内
奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開催しており、龍郷町民
の方についても無料で相談することができます。

時間は一人30分間です

※日程が変更になる場合もありますのでご了承ください。
●相談内容が弁護士でよいか分からない場合も『つながる相談室』へ
　ご相談ください。

奄美市役所 保健福祉部福祉政策課　つながる相談室
受付時間：午前8時30分～
　　　　  午後5時15分まで☎0997-52-1111

5/23（木）

前田昌宏 弁護士
（午前11時～午前12時、午後1時～午後3時30分）

5/16（木）

岡本敏徳 弁護士
（午前9時30分～午前11時30分）

事前に相談内容をまとめておくと効率的
です。また、同じ人が続けて申込されるこ
とはご遠慮いただいています。

電話予約

（先着順）
必須

お問い合わせ
予 約 先

発
行

/龍
郷

町
役

場
　

編
集

/企
画

観
光

課
 　

〒
894-0192鹿

児
島

県
大

島
郡

龍
郷

町
浦

110番
地

電
話

0997-62-3111　
Ｆ

Ａ
Ｘ

0997-62-2535　
https://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp　

koho@
tow

n.tatsugo.lg.jp
05

2024
no.549

龍
郷

町
公

式
LIN

E！

死体を見つけたら環境省（0997-55-8620）まで！
アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
令和6年3月末時点 22 件（令和5年1年間147件）

環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美野生生物保護センター）  0997-55-8620問


